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「
歴
史
の
証
言
者
‐
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
か
ら
」

　
　
　
寄
贈

　
こ
の
度
、
新
富
町
の
日
下
勝
男
氏
よ
り
、

写
真
に
あ
る
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
の
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

　
戦
中
、
同
氏
の
自
宅
近
く
に
は
プ
ロ
ペ
ラ

を
製
造
す
る
坂
下
航
空
株
式
会
社
（
昭
和

十
七
年[

一
九
四
二]

創
立
）
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
後
に
、
切
断
さ
れ
た
ま
ま
の
プ
ロ
ペ
ラ(

全

長
一･

一
メ
ー
ト
ル
　
幅
最
大
で
〇･
三
メ
ー

ト
ル)

を
焚
き
木
代
わ
り
に
も
ら
い
受
け
た

そ
う
で
す
。

　『
会
津
坂
下
町
史
第
三
巻
近
代
・
現
代
　

通
史
編
』
に
は
同
社
の
こ
と
が
載
っ
て
お
り

ま
す
。
同
町
史
か
ら
、
切
断
し
て
プ
ロ
ペ
ラ

と
し
て
使
え
な
く
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
終
戦
直
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
総

司
令
部
）
の
命
令
で
、
軍
用
機
の
部
品
は
解

体
或
い
は
焼
却
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
は
そ
う
は
な
ら

ず
、
偶
然
、
歴
史
の
証
言
者
と
し
て
姿
を
現

し
た
か
の
よ
う
で
す
。

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
疑
問

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

の
「
十
四
試
木
製
第
一
号
プ
ロ
ペ
ラ
完
成
記

念
」
写
真
に
は
白
い
軍
服
姿
の
旧
海
軍
将
校

が
写
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
同
社

は
旧
海
軍
に
こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
納
品
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　「
十
四
試
」
と
は
、
旧
海
軍
が
プ
ロ
ペ
ラ

開
発
に
着
手
し
て
十
四
回
目
の
試
作
の
発
注

を
意
味
し
ま
す
。
既
に
ア
ル
ミ
合
金
製
の
プ

ロ
ペ
ラ
が
主
流
の
昭
和
十
九
年
当
時
、
旧
海

軍
は
な
ぜ
、
新
た
な
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
の
開
発

に
乗
り
出
し
た
の
か
疑
問
が
浮
上
し
て
き
ま

す
。

　
一
つ
に
、
金
属
資
源
の
確
保
か
ら
、
プ
ロ

ペ
ラ
の
木
製
化
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　「
十
四
試
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
」
は
二
枚
羽
根

で
あ
り
実
戦
機
用
と
は
考
え
に
く
く
、
練
習

機
用
が
相
当
と
言
え
ま
す
。
実
戦
機
は
、
三

枚
羽
根
か
四
枚
羽
根
の
ア
ル
ミ
合
金
製
の
プ

ロ
ペ
ラ
を
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
旧

海
軍
は
、
こ
の
木
製
プ
ロ
ペ
ラ
を
付
け
た
新

機
種
の
軍
用
機
の
開
発
に
着
手
す
る
理
由
が

あ
っ
た
の
で
す
。

　
写
真
の
日
付
は
昭
和
十
九
年
と
あ
り
、
何

月
か
は
不
明
で
す
。
軍
用
機
に
よ
る
体
当
た

り
攻
撃
（
特
攻
）
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
十
九
年
十
月
か
ら
で
し
た
。
当
時
は
、
生

還
を
期
さ
な
い
攻
撃
方
法
に
向
い
た
各
種
の

特
攻
専
用
機
の
開
発
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
付

け
た
機
体
も
開
発
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
推
測
も
捨
て
が
た
い
の
で
す
。
千

馬
力
以
下
の
エ
ン
ジ
ン
に
こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
を

付
け
て
、
練
習
機
に
も
な
る
機
体
で
す
。
さ

ら
に
、
機
体
の
木
製
化
に
も
着
手
し
て
い
た

の
で
、
貴
重
な
金
属
資
源
を
抑
え
た
木
製
プ

ロ
ペ
ラ
は
特
攻
用
と
し
て
最
適
で
あ
る
と
、

旧
海
軍
は
開
発
を
進
め
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
資
材
不
足
の
中
、
金
属
資
源
は
、
最
新

鋭
の
軍
用
機
開
発
と
量
産
に
充
て
る
。
こ
の

よ
う
な
意
図
が
見
え
て
く
る
の
で
す
。

　
終
戦
時
に
は
、
日
本
国
内
に
大
小
様
々
な

軍
用
機
が
一
万
機
は
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
に
、
今
述
べ
た
よ
う
な
軍
用

機
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
。
戦
中

に
は
、
全
国
に
「
坂
下
航
空
株
式
会
社
」
の

よ
う
な
会
社
が
存
在
し
、
試
作
の
競
合
に
参

加
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
運
用
は
防
諜

上
、
秘
匿
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
詳
し
い
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　

 

☎
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―
２
２
３
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町史編さんだより

　
　
　
形
状

　
カ
バ
ノ
キ(

白
樺)

製
で
、
約
二
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
り
ま
し
た
。
本
来
は
二
枚
羽
根
の

プ
ロ
ペ
ラ
で
す
か
ら
、
四
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
厚
さ
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
板
を
接

着
剤
で
張
り
合
わ
せ
て
八
枚
重
ね
に
し
、
捻

り
下
げ
る
よ
う
に
削
り
出
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
の

形
に
す
る
。
そ
の
表
面
を
布
で
覆
い
、
塗
料

を
塗
る
。
仕
上
げ
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
空
気
を
切

る
縁
を
真
鍮
で
覆
う
‐
こ
の
よ
う
な
工
程
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
　
　
用
途

　
同
町
史
に
載
っ
て
い
る
「
十
四
試
木
製
第

一
号
プ
ロ
ペ
ラ
完
成
記
念
」
の
プ
ロ
ペ
ラ
と

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
形
が
違
う
よ
う
で

す
。
書
籍
で
調
べ
て
み
る
と
、
旧
陸
軍
の

「
九
三
式
重
爆
撃
機
」
の
二
枚
羽
根
プ
ロ
ペ

ラ
に
似
て
い
ま
す
。

　
こ
の
爆
撃
機
は
昭
和
八
年(

一
九
三
三)

か
ら
同
十
二
年
頃
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
と
す
る
と
、
昭
和
十
七
年
創
立
の
坂
下

航
空
株
式
会
社
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
製
作
の
見
本

と
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
所
有
し
て
い
た

木製プロペラ　写真上：（左）裏・（右）表・（下）断面

旧陸軍九三式重爆撃機

昭和 19 年　十四試木製第一号プロペラ完成記念　
 坂下航空株式会社　　（写真提供：真嶋善介氏）
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坂下南小学校では、「学級活動」の時間に全学年の発達段階に合わせて、
「食育」について学校給食センターの二瓶美智子栄養教諭とともに学習をし
ています。今回は、下学年の学習の様子をご紹介します。

１年「やさいとなかよくなろう」

元気な体をつくるためには、野菜を食べることが大切である

ことを学習しました。

野菜の働きには、次のようなことがあることがわかりました。

・おなかの調子をよくする。（バナナうんち）

・かぜをひきにくくする。

・目の働きがよくなる。

学習のまとめでは、自分の苦手な野菜を少しでも食べること

ができるように話し合い、一人一人自分のめあてを立て、めあ

てが守れたらワークシートに色をぬり、がんばることを決めま

した。

２年「よくかんで食べよう」

普段の食事で一口何回かんでいるか聞いたと

ころ、１～３０回と様々でした。そこで、ご飯を

５回と３０回かんだときのご飯の形、飲み込みや

すさ、味を比べました。「３０回かんだ時の方が、

どろどろになって、飲み込みやすいよ。」「よくか

んだ方が、ご飯の味がよくわかっておいしい。」

という感想を持ちました。よくかむと、

・味がよくわかる。

・頭の働きがよくなる。

・太りすぎを防ぐ。

・唾液がたくさん出て、虫歯を防ぐ。

など、「かみかみ大作戦」として、よくかんで食べることをめあてにすることができました。

３年「好き嫌いをしないで、

いろいろ食べよう」

給食では、好きなものだけを食べて、嫌いなもの

は少しだけ食べたり、残したりする様子がみられま

す。そこで、健康な体をつくり、すくすく成長する

ためには、バランスのよい食事をすることが大切で

あることを学びました。子ども達一人一人が、自分

のめあてを持ち、記録をつけながら好き嫌いしない

で食べようという気持ちを持つことができました。

紙芝居を使って、野菜嫌いの子

の例で問題を考えました。

よくかむと、おなかが痛くなりにく

いことも知りました。

食べ物は、どんなことに役立つのかな。

★12 月 19 日は食イクの日・家庭料理の日

食育だより
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図書室だより

中央公民館

図書室だより Vol.42
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

師走に入って、寒さも一段と厳しくなりました。

クリスマス、大掃除などあわただしい年の瀬ではありますが、そんな時こそ気分転換におうちで

ゆっくり読書はいかがですか？

大河ドラマ『八重の桜』が始まって一年、ドラマもいよいよ最終回となりました。

図書室でも主人公・新島(山本)八重の関連本を購入し、特集コーナーを設けて展示してきました。

そこで今回は、『八重の桜』の中に登場した方々にスポットをあてた本をピックアップしてみました。

☆このほかにも新着本がまだまだあります。

ぜひ、図書室へお越しください。

小説 正妻：慶喜と美香子 （上巻・下巻）

林真理子 著

講談社

幕臣や大奥から「二心(にしん)殿」と陰で呼ばれて

いた徳川慶喜公に翻弄された会津。その慶喜の正

妻と側室を主人公に、新しい視点で慶喜の人間像

と徳川幕府の崩壊を描いた小説です。

評伝 山川家の兄弟：浩と健次郎（人物文庫）

中村彰彦 著

学陽書房

薩長藩閥政治という逆風の中の明治を歩みなが

ら、兄は将軍、弟は東大総長へ。会津武士の誇り

を貫き毅然として生き抜いた兄弟、山川大蔵（浩）

と健次郎を描いた歴史評伝です。

税法
税務署は見ている。

（日経プレミアシリーズ）

飯田真弓 著

日本経済新聞出版社

税務調査員だった筆者の真面目な現場リ

ポート。税務調査の実態がわかり、来年

確定申告する予定の人など、納税者にと

って興味深く参考になる 1 冊です。

分類 本のタイトル 著者名 出版社

絵本 どんぐりころちゃん みなみじゅんこ 作 アリス館

絵本 しゃもじいさん かとうまふみ 作 あかね書房

物語 はれたまたまこぶた 矢玉四郎 作・絵 岩崎書店

物語 紫の結び（源氏物語；1） 荻原規子 訳 理論社

伝記 出光佐三反骨の言魂 水木楊 著 PHP 研究所

小説 だから荒野 桐野夏生 著 毎日新聞社

小説 ゼツメツ少年 重松清 著 新潮社

☆年末年始休業のお知らせ☆

図書室は 12 月 29 日(日)から 1 月 3 日(金)までの間、年末年始休業とさせて

いただきます。尚、1 月 4 日(土)より通常開館となります。

※上記期間中は公民館も閉館していますので、事務室の返却箱も利用できません。


